
次号発行予定 １２/２０ごろ 

第１２２号 

発行日２０１８．１１．２１ 

生活クラブ連合会 
TEL:03-5291-6700 
FAX:03-5285-1839 

 

企画への申込・問い合わせは、夢都里路くらぶ  T EL: 03- 5291- 6700 まで 

♥定員に満たず、しばらく休講となっていた沃土会

農業塾に、この秋7人の

塾生が集まりました 
・野菜づくりや土づくりに

興味があり家庭菜園に生か

したいと思い、入塾しまし

た。在来種の人参は、種を

とると来年育てられること

を知りました。赤かぶ、水

菜、野良ぼう菜の種まき。

混んで播き過ぎになってし

まいました。結構間引いて隙間をあけないといけない。

マルチは40度くらいになるので、虫を殺虫できる。保温

の意味もある。ネギは横や上に根を張っている。根が空

気を得ようとする。根に空気がいくのは大事。色々なこ

とを学びました。（埼玉、50代女性） 

・農業に真剣に取り組みたいと参加しました。サラダか

ぶ・大根・小松菜・赤かぶ種まき（種の20倍くらいの深

さに播くと良い）台風

など温かい風は、野菜

にとっては良くない。

土がとても大切。植え

替えをする種類としな

い種類がある。種は取

れるものと取れないも

の が あ る。色 々 と わ

かっていないことが多

いということがわかりま

した。土の香りがとても良いです。（東京、40代女性） 

・家庭菜園に生かしたい。本当に美味しい野菜を食べて

みたいと参加しました。葉物野菜の成長に驚いた。野菜

全体が生き生きしてとてもきれいです。二十日大根も

採ってすぐ食べてみましたが、美味しい。土壌の関わり

が大きく左右するのに

改めて感心しました。 

冬野菜の育ち方、味な

ど、勉強してみたいで

す。（埼 玉、40 代 女

性） 

・農業に真剣に取り組

み た い と 考 え て いま

す。農業には土が大切

だということ。その土

に酸素を混ぜることが重要だということ。土には酸性、

アルカリ性があることを知りました。基本的な土の作り

方、野菜の種類などわからないことが多いですが、無農

薬でも十分野菜が作れるのだと考え方を改めることがで

きたと思います。（埼玉、40代男性） 

・東京で働きながら、週末は野菜づくりをしたい。草取

りが雑だと結果も雑。草取りは思っていたほどイヤでは

なかった。独学（無知）だと結果が出ない→学ぶべきだ

と思った。（東京、60代男性） 

・就農は考えていませんが、家庭菜園に生かしたいと参

加しました。白菜、キャベツ、ブロッコリー、レタス

等、苗で育てて植え替えるのが基本ということを知りま

した。肥料にもこだ

わりたいなあと思い

ま し た。楽 し か っ

た！農薬を使わない

ことがいい。 

トウモロコシはナス

畑の周りを囲って、

虫よけする役目もあ

る こ と を 知 り ま し

た。 （埼玉、60代

女性） 

夢都里路くらぶ  2018春の農作業に参加した方135人に聞きました（複数回答） 

★ 沃 土 会 夢 都 里 路 農 業 塾 1 年 半 ぶ り の 開 講 で す ！ 

葉つき人参（黒田五寸）の収穫 

参

加

の

動

機       

作業をやってみたかった 73 

産地の役に立ちたいと思った 61 

消費材原料確保に貢献したい 17 

以前に参加して、よかった  40 

日程が良い 55 

その他 20 

参

加

し

て

の

評

価       

予想通り、予想以上で大変良かった 89 

予想とは違ったが良かった 19 

まあまあ 0 

期待はずれ 1 

その他 4 

思い思いに種まき（my farm) 

種まきの機械に挑戦！ 

初めての玉ネギ苗の定植 

・参加の動機として、まず、作業内容に興味を持

ち、やってみたい！ことが一番、次に、産地の役

に立ちたい、日程が良い（自分の都合にあった）

が続きます。その他の内容の中には、交流会や

監査活動で興味を持ち、実際の作業をやりた

かった等。 

・参加しての評価で、予想とは違ったというのは、

天候により作業内容が変更になった、等でした。 


